
田中組の旧本社に

江戸時代から続く

一本のかりんの木

がありました。ふふ

丸は「家族愛」「お客

様第一主義」の象徴

と し て 生 ま れ た

キャラクターです!

第72期方針発表会
　11月1日より新しい期が
始まり、11月4日(金)に「第
72期経営方針発表会」が開
催されました。
SDGs活動報告
　2021年に90周年を迎え
始まった90-100PROJECTで
掲げている一年ごとの目標

では、2022年を「SDGs推進
イヤー」と設定。この経営方
針発表会で「田中組のSDGs
宣言」を発表することを目
標に、チームで活動を続け
てきました。田中組のSDGs
スローガンは「地域に寄り
添い・利他の心で・未来のた
めに」となったことや具体

的な取り組みが発表され、
カードサイズの宣言書が
スタッフに配布されまし
た。
田中社長総括
「なぜ田中組の経営理念の
最上位は【お客様第一主
義】なのか」「時代・環境に
適応する人財になるため

に」「IT化を推進する理由」
等について説明がありま
した。そして、スタッフの
皆さんであれば改善に向
かって考動できると信じ
ているという言葉で締め
られました。

運営で若手が活躍
今回、司会を2年目の鳴海
さん・保坂さん、撮影を1
年目の山川さん・中上さ
ん、照明や音楽等の機械操
作を1年目の永井さん・丸
山さんが担当。若手スタッ
フが運営面で活躍しまし
た。

裏面社長コーナー
「Positive Change」

に講話内容の一部を掲載！



環境整備▶12月14日 (水 )点検実施、15日 (木 )半期振
り返り実施予定。振り返りは原則全員参加です。
12月誕生日▶菅原さん・保科さん・保坂さん・穐澤さん。
お誕生日おめでとうございます！　その名の通り、誕生日に休

暇を取得できる制度です。法
定の有給休暇とは別に付与
される特別休暇で、取得した
からといって欠勤扱いには

なりません。業務の都合など
で誕生日当日に取得が難し
い場合は、近い別日に取得す
ることも可能。ワークライフ
バランスに併せて利用する

ことができます。毎日出退勤
で使用する打刻システムか
ら休暇申請ができ、取得率も
高いため、気軽に申請ができ
ます。

TANAKA’S STAFF
Profile
1986年1月19日生まれ。新潟県
燕市出身。大学卒業後県内のゼ
ネコンにて14年間現場管理を経
験。2022年9月田中組入社。

入社までの流れ
前職（ゼネコン）では県内各所、
時には県外でも仕事をしていま
したが、地元に戻って貢献した
いと考えていました。そんな矢
先に、これ以上ないというタイ
ミングで、県央エリアに力を入
れていこうとしている田中組か
ら声を掛けていただき、自分の
年齢的にも今しかないと思いお
世話になることに決めました。

担当業務
燕市で設計施工の建物2件の現
場管理を行っています。まだ慣
れない部分もありますが周り
の方の助けを借りながら工事
を進めております。今後も皆様
にご助力お願いする時もある
が、お力になれそうな場面があ
ればどんどんお声かけ下さい。
欲しいもの
彼女(笑)

地鎮祭実施
燕市内で設計施工で
ご 依 頼 い た だ い た
ケーエス製販様工場
棟新築工事の地鎮祭
を10月 25日に実施し
ました。無事に完工す
ることをお祈り申し
上げます。

ボランティア清掃
10月に西蒲区、11月に
秋葉区のボランティア
清掃に参加しました。
地域の方々が少しでも
気持ちよく過ごしてい
ただければ嬉しいで
す！

古着deワクチン
2021年から始まった古
着回収の取り組み。今
回で第4弾となります。
今回もたくさんのご協
力をいただき、30名分
のワクチンとなりまし
た。ご協力ありがとう
ございました。

　老朽化に伴う屋根及び外壁の改修を行い、建物
を長寿命化する工事です。既存屋根の上に新たに
折板をカバー工法にて改修、外壁は既存外壁材を
下地共張り替えました。工場での通常作業を継続
しながら工事。発注者様とのコミニケーション
（連携）を取りながら進めておりました。天候に
よっては工場内に資材等の飛散のないように注
意、作業調整に苦心しました。工期について発注
者様に配慮していただき、天候にも恵まれたため

予定よりも早く引き
渡すことができ、発注
者様にも喜んでいた
だけました。

　特別支援学校の寄宿舎棟を今年度から向こ
う3年間で大規模修繕を行う事業の第１期工
事になり、女子寄宿舎における水廻りを中心
とした修繕工事。水廻りの躯体工事のやり替
えが多く、ほとんどが湿式工法であり狭い工
事エリアも重なり各工種をラップさせて進め
ることが困難なことから工程管理に非常に苦
労しました。学校施設の安心・安全な教育環境
の実現に少しでも携わることができたことに
とても嬉しく、新た
な経験・実績を積む
ことができありが
たく思いました。

私が担当
しました

でいるよりも、やってみて失
敗しなさい」と伝えていま
す。練習を始めたばかりの彼
らが失敗するのは当然です。
上司が愛情と責任をもって
目標達成に向けてサポート
して欲しいと思います。
　ここで忘れて欲しくないこ
とは「我々は組織で活動して
いる」ということです。会社
は個人の集合体。それぞれの
長所・短所を補完し合うこと
で部門目標そして会社全体の
目標が達成されていきます。
　切磋琢磨し互いを高め合
う組織、スタッフ一人ひとり
が考動できる組織を目指し
て欲しいと思います。

ことだけをやる受け身のス
タッフではなく、与えられた
仕事の目的は何か、どうした
ら効率を上げられるか、お客
様目線になれているか…考
動することが求められます。
　そのためには人財の教育
は必須だと考えます。課せら
れた成果に伴った責任感が
自立性を育むと考えますが、
突然重大な責任を課せるこ
とはしません。自転車に乗っ
たことのない子どもが、初め
のうちは補助輪をつけて練
習するのと同じで、責任を持
つことも練習が必要なので
す。私はよく、特に若いス
タッフに対して「何もしない

　11月から新しい期が始ま
りました。毎年期首に行って
いる「経営方針発表会」。今年
は考え方の基本であり核で
ある経営理念に立ち返り、
【お客様第一主義】について
お伝えしました。
　お客様が我々に求めるも
のは能力ではなくプロとし
ての結果です。残念ですが、
能力は結果を基に評価され
るものです。だからお客様の
時間軸に合わせたスピード
対応が必要で、そのためには
営業や現場の最前線がもっ
と自分で判断出来るように
してもらいたいと考えてい
ます。ただ、上司に言われた

TANAMAGAはSDGs達成に協力しています


